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パキスタン第 2次 5カ年計画概要
計 11T1i＇.委民会
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「パキスタン第 2次 5 カ年計画概要」

1. 総 手
内
t
J
1』

大統領ムハンマッド・アユーブ・カーン｜稜軍元帥を議

長とする経済審議会は，計画委員会によってつくられf、こ

筋 2次5カ年計画 (1960～65）の概要を， IJliドtiの会合で

;J＼認された計凶ljf]標に基づいて検討した。審議会はこの

概要に一般承認を与えかっこれを一般に周知さぜ批、刊を

あおぐために公表t:t，ょう指示した。
概要は第 2 次 5 カ年百i画期間中における総支tli~，公

共／1111＇うに 115/.I：ルヒ｝ー，民間部門に75f,lli：ノレピー， ,i/190依

Jレピーともくろんでいる。このことは開発支LL¥が第1次

主｜画の目標額にくらべて50%以上，「口］計画期間の指定支

tli官民｛を60%も上［Plっていることを意味する。

計画の志；l刈するところは，第1次，ti伯iのソご績合強化す

ること，開発ペースを促進することおよび産業革命への

ぷ礎づけとしての農業に一段の進歩を与えゐことであ

み。食糧生産のJ曽bu予定は20%以上である。こjしにより

計画期間が終了するまでト二食糧穀物のCJ絵を達成するこ

とが期待されている。また工業生産においても飛躍的J曽

加，すなわち大規模工業て、50%，小規模工業で＇ 15%のj許

加がなされるであろう。

2. ！司氏所得

本，1十幽は1965年主でに国民所得を全般的に20%の割合、

・cJti加することを1-1板としている。これでいくと1955年

を基準として，国民所得水準は75年までに2倍， 85年に

めな想定に基づいて百｜ー耐をたてることもできない」と。

少なくともある程度まで成長は成長を生み，大胆さは自

信を生むであろうが，議長はさらに「計画の成有は，計

耐の効率恥実行という至難の課題に対処するに際し，同

氏が賢明lかっ決断力に富んだ指導者のもとで，どの程度

結集されノるかにかかっている」と述べている。

3.耐之

,il・u出jの実行には資源と技術の完全な動員を必要としよ
う。この計画のメッセージは「将来の繁栄のための現在

の耐乏Jということである。現在よりはるかに高水準の

[1＿；］内／tj'部が計画され，民間貯蓄と投資に対してより大き

な誘凶が与えられるはずであるO 10億Jレピーの付加l税の

徴収が勧告され間接消費税が強調されている。しかしな

がら計画は将米耐乏以上の報酬を約束している。計画は

今後5年間で1人当たり消費の約7.5%増を目途として

いる。このことはもちろん，現在の底知れない低生活水

被からすればきわめて控えめな改善でしかない。計画は

武闘と低開発の窓循環を打依するよう努力し，かっ1人

氾たりの所得および消費をプラスの趨勢にもっていくで

あろう。その結栄これらは年々と弁し統けるであろう。

また食糧と工業製品の増産のlまかtこ，計画は教育，保健，

住宅およびその他の社会施設，娯楽施設を提供するよう

配慮しているO

4. 主要目標

f;t 4倍となるわけだから，漸進的， n立経済への道のり 第2次計画における主要目標はつぎの通りである。

にけわしい。約9%の予想人口増加を加味Fれば，計画 (1) 国民所得を20%）首加すること。

は約10%のl人当たり国民所得明加をもたらすことにな (2) 計画期末までに食糧の自給を達成するため食糧穀物

る。ひるがえって，第1次計画期間を通じて 1人当たり の生産を20%以上増加すること。そのため港紙面積を

の国民所得は実際には増加していない。 1億5000万エーカー拡張すること，およ乙’700万エー

本計画は計画l委員会によって，現実的なものであると カーの土地を改良することが必要とされる。

説明されて来たo (;l) 外貨所得を20%)"¥'1加することにより国際収支を改善

その目標は達成さオしうるし，若干の部門においてはお すること。

そらく目標を越えうるであろう。だからといってそれは い）大規模E業生産を50%以上噌加すること。

決して出え日な計闘ではなし、C ~，企画委員会の議長は，計 (5) 7億印刷万ルピーの投資ならびに適正な誘悶の付与

西i概要の序文におL、てつぎ、のように述べているc 「経済 により小児校工業主f開発すること。

成長率の飛躍的噌力11を欲する「E］は，その，ii酬を1;r己保有 (G) 東および凶パキスタンにおける相対的未開発地域の

資源に対する過度にJ隙重な予測に基づいてたてることは 経済開発を促進すること。開発に対する努力は，東ノf

できないし，また現代は国際協調の時代だからといって， キスタンにおいて約140%，西ノfキスタンで約70%増

経済的先進友好諸国から期待される援助についての控え 大されるであろう。開発支出のうち5億Jレピーが，西
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…？，山，，

パキス夕ンのヰ、1一51：の辺撹地域：こmいられるであろう。
(7) 打γ，＇f,j｛［＇；，機関を全 li、］ , ・. fr＇れするこ 1:' ：しζそれら

は，.，；τJ;':i止主主義にx・、ぜ；Jt唆構によ
う；一瓦つ」し、るO

(8）教育制度を再組織しかっ普及すること。生徒の数は

小学校において55%，中学校で40%明加される見込み

で，［；， c・ ，ウ後15年も.；・ノ： ξ，学令期il.1:'-111＇日jjベて初

等教f; ！てfけられるi・.） i ，＼：るであ久 J 1つの工業

大’苧な合めたG／＇）の新し L、大学が設＇，＇／. ＂，；れる子定にた

っているの

(9) あくのf'i'：健施設を提供す;t，こと，，c-しザマラリア，
結お． ごしノラ，天然r;,；・.じイ血多く （／ J 人 i~γpf手う病気

の！日J:Hli.全力を集中「うこと。

帥 期間中にすべての難民を最終的に移住せしめるため

に十分な胞住地域を開拓すること，および全体として

隠れ 11(1：~＇.：と農村・都， 1 「，：•） ,fウイく設備を改円；ー｝二左。

仰 今＜ (, !'(i用機会をj)'/Jγ：ーんこと。

帥 労働えと刊ずど改詳し，労f,Ft./"rに社会f!tcl；早川］！支ど湾入す

ること0

oj 2反政長｜釦iによって脅威的人日明大を阻止する方法な
提I}h こと。

5. 百；；.；：斑分

資金配分は計画にたてられている日棋に準拠してい

る。釘q 次；1十函における目校額と実績とか対比きせた第

2次言1111:i、！パナる公共／＇,iWI ｝配分はitJ i< :'1,!liりであ

るo

料…”町

第 1表 公共部門における資金配分対比潔

( rJi. (cf : 1仰万 il• L＇ー〉

i第 1;)'..:I第 2次計
苦fl 1"1 日1標次亘額！ i五，，Hi定t詞資金書E1'i jf 2.ff 

出額 ｜分

農業・村落援助 1,210 790 I 2,340: 20.3 

f腹淑. ＇／丘ブ］ 2,160 1,770 , 3,140; 27 .3 

i当主－燃料・町、す、 1,300 }s,10 1,470 I~. パ

輸・；ill i 1,340 1,4:'iO 2,160 18.K 

住宅・建設卒業 690 740 1,180 10.3 

教育・訓練 460 400 790 6.9 

計画と労働力 340 140 420 3.6 

｛、1 7,5α） 6,:no 11,5似） IOけの

第 2署長 L(I臼lにおける資金配分

（単位： 100万ルビー）

部’ 1"1 

fl 業 村 害事

UN 1飢 電

］： 業 燃 料 鉱

］、ta巴？ 輸 通 十言

宅 建 設 ヰト 業

れ Yf ・ w：：練
保健（家族計画を含む）・労働力・社会
制祉

地方団体（童基本的民主主義に基づく機構）

イ ，：庫

合

く伝 説！

］｛｝（｝｛｝ 

250 

2,700 

920 

1,900 

150 

100 

180 

sno 
7,500 

主た民｜干ntN'lにおける資金配分は第2表ーの通り。 ているo計画はまたその大部分が公共部門によって占め

的資 金 源 られるからそれが行政機構に深く根ぎしてたてられてい

計［!lij:C 1, 1 i1liti＇蓄から L10 /fr ・レ－I:°ー，タiI 1c] I、打つ援幼， 九しのであろど＇＂、う』 fト画概念、の必要nーを強調しγい；：）u 
借款， j立（＇（ ／.ら80億Jレlーが，J/:j達されること、i，三ってい (, J 大月Hf,: .. I Ulii 

る。計画に必要な外貨は65低ルピーである。桟りの15倍、 第 2次5カ年計画は，国家発展つまりより大なる富と

Jレピーは鞠i次庁；•1J11する原料供給と現存する工業生産力の 福祉への大胆な計簡で、ある。それは多大の努力と犠牲を

効栄仔j利月！のために予備として必要とされるであろう。 1嬰オえするであろうが，それに対ナる報酬は計画期間中ず

（ロ0H f1: :'i'J安定 アに現われてくとJCあろうし，また将来の偉大な力と繁

経S'r~ ; :: ：る財政的支’ぷ！(j'ji；持するこ fiJ .. i [llljの；意図 栄ノ、導いてくれるであろう。それはパキスタン仁川氏の未

するとこぶ－cある。百｜闘は適切な財政，金融統制および 米の健康と：幸福，そして偉大さへのかぎである。

市場メカニズムに多く依存ずることにより経済を直接統

制jかf,)/,J:j{：：政策へ画然，~ l)J J寸‘えることミ：ぶしてい
6. 農 業

るO H落援助宅了含めた差是業部門への資金配分は， 公共；＇is門
付占l本 'iiL1－＇.主主義 〆，！i）総資金配分の約20%を占める2:3億4000万Jレt＇＇ーであ

計画は‘般大衆を経済的社会的努力へ有効に参加させ る。港政と排水を含めた公共・民間両者の農業への総投

るために，基本的民主主義に基づく機構にかなり依存し 資目標額は55億3000万ルビーであり，これは全計画のほ
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，，~，ザ町山 執引’~~－！＇.~！＇型、空白

,r:10%を占めるc これは約 1次iii怯1において｝ぶされたも

のとくらべてはど〉かに野心的引附である。それは1965年

までに食悔の白給を達成すること，然史it，県物，野菜，

{.l,JTI，，’ぷ＇.＇，，畜産物の Ji専産fこ！ 》，： I～＇／／，！＇，よ iノ，］上させる

←と、州、ジュート，茶，林1i,'.h1・＇；’［ゾl仁J,!，、／，ずること，

r; , 1 ,ir:,1 i I＇，のWI進を目ざしてL ,,'.1'1けどO＇治の食絹穀

1＼十 l(1・ ，：＇／＇加 l，すなわ't,1959～tiO.lf,'f,jf',i''i_i’E量1320万

I<, .. ｝コti 1～fi5i1主に』ιt最t.JifiOOJ, I ！ι）＇，、
'.J；し切とL、と1οWIP(fl僚には米の22%，小変17%，とうもん

ニしイ5？ムジ←Ci，，＿，レ（小よ：），ノ－：，；， ＂・う（インドさび） 9 
%， 大友14%, 士立物ヘど（I〕f也＜＇＞＼I史fill？ム， j/J,制 iケひご35%が

合まれていら。

I c1~，リ～ fiil'.tfーにおける綿の抑’む＇ Iヂ「：，： 17() )jf主にj七校し

'li.1～日＇nこは 230万依の宇陀 iI+'." ; : ! . ,・' Ji,ても、る。
！閲しては 1959～6け＇＞；：： ・-t ;; J /,Ji!>i'生産局c600

'i]);' 'j J七して64～65年にはlj；－＼リワワミし’，： •;; I いる。

/J ・ .. J.Ji作される地域およ仁伝え＇ diil＇ム !JI＇水設備に

よるl沈＂｛｛J也M'.<')l)fJ廷が食糊沌物において約 100万トンの

!N1経企もたらすことがj切｛1＇さ；！している ο さらト二多くのポ
ンプ，小限トラケ廿ーが。とくに米ノfキスタ LノJt!!.liえのtil

rドr，：こJ足供され上う。
肥料今号車｛，，：に｛定川ー「ること1：－より7000トンー改良利子

,, '.>UI: I二l、り 40万トン， W1木此花t1it': .!. ；，約50万トン

, re，，，：，；，ユ10生産ιり増加lが期N1・:1 いハ♂｝

f「 （〆l、給増加，耕作,r,カ’＂＂qぞ； .i'.1'1；人ー 1る値段の化

＇）・：包「＇I' ; t.こ種f，果物のず！イ；＇. J ・;'¥'i'''i'° ＇）母子が同家

の！t=.iヰ1:mーすt"t＇（／力日ぎせるために供与される勺あわう。
食料正穀物の貯蔵作肢は，えi'iI¥li期1米までに 120万トシか

ら200万トンに拡大される三予定である n

土壊を侵食土荒廃かれ救うために，二t：嬢保護三IiRが迅

速化されよラοu也生時i力司[IJ'.,i：のためにこ｝：接調交が全ドミl
f'['.J)I日lt：いて施行されよう. [11；咋ートi会九月E沃度の調

,¥ ( ! ' ,: .：・.すでに小規僚の f＇：；ノ Jfょjti ：」‘るが）が

1，咋； l: r て必要な種々の一；l京f, !!>i :-/, ！こめに強化さ

l, . ・, ,:・ t, fう。

j伝h<J'.f，，優良飼料および九jfr"! il'I•; -＇二家斎の改良

vi, I札牛乳，その他畜産物のj首践に笥.tfーするだろう。

漁獲貸は約50%の増加を見込んでいる。このことは鼠民

の食生活の改詳：二役だつであろう。

家畜の飼育11ーはその家畜を改良するために血統のl』Jら

ずl ’年ヤ， FJ1のMl／~二を多く持－·： ／：ふ再 γ・！， ;t，であろうり fii1

ゲッカ，ラーホール，カラーチなと．の大都市における

午手Lの供給もまた改芹されよう。家潜剣nのための飼育
j坊もDH桁されるl主子である。

代IYtU1;r ，；イ｛休改組，伐採計画ぅ必；｛じけljう。木

材ノ［！リザn1，，：：，.：.，；汚加がJlj）待されるυ
"i jl!i；バ， il』l,HJL{rその他の機関をi1DL乙民主：三Xjす

るL,Uf!11Jj広大Jノ必要性｛，：＇強調してL、ぞz 県，；（q今 けす

る111Jt(di','1';, / ＇丈pt自l(Jに改持されノ，二とCWHli之、；）'Lて

＇・、ろ o

eii::i内皮分一ピスが強化され幣怖さ，hょう。林業，首1

Vi「その他内分野i".J，）＇－ずる訓練施設が改持されよう ο

館2次，ii幽は旬； 1次長十回と同様に村議存援iリJを村喜年生活

｜「，J卜川炎fi'l仮んしてL、石。，1!Viij期末世でに村術援助計画
ft ・>1,,1, iにら，，、付寄与‘工作尽のサー iフ、？？点＇・J'lO＇＇；，内人々
,.-,, .・ ＇’.. ' -
い ） ' • ; ' ... 'ii ）フ。

7. ,wi滑および＇，iUJ

rn・闘は反則的農業計画iを祁奨している。その目標は既
fr'.の段業土地生法性を介車！fl'Jかつ多最の給水，塩分なあ

とつ亡給水のコントロール，および健全な土地経符によっ

て山めどpこと勺ある。それは湘i仇排；_k, i'.JU.K対策を通

じて幾tJft出品＇t{d斬進的にj首加させろ。また百1－厨は農業お

よ，，； I t二1/rll"r¥・B促進しかっ強化する子二川一’i.,:/,11; :11!',l｛な

お ｝J.' ,{i'Ji{＼／，・的；！！している。

山1,j]lfJI!日I!i ,> J .1：共部門における確，f!U',l;:J J l¥',I 'ft: /tす

l,YHマiifi''.U,!'{i 1次計画iの27/j在7000刀＇＂ iーにk,jL ,31 
的。，1()()0)j ! c !_c 亡ある。このうち9000JjJレ！ーが，1：央政

府の：11・111jに，15低2000万？レピfーが東パキスケン，15依3000

万ル I：＂ーが l河パキスタンに対り当℃られている。凶パキ

スタンへの；明治傾は，辺境地域開発への3000万Jレピー，ク

エッタ，カラート地区への8000万ルピーすで含んで、いる。

iJE;, ＼・えうン C(主約3伺マイル；，， ! ,tニアii片品JIJj波堤が

己｛{i¥'.! i, ['.';jく，う，つ強化されよう。子アス ，'JJI! !Tc"sta) 

γ： 吹い，,J.',J>li"}Jii"iのlllilオ〉ったダムカ：fl','rtたλJ：九 f定であ

わit. d、’、干スタンで最初の近代的治ぬ)J法ノモ導入

すI:,・i （），＇（ あ〆入同様な小規模j塞枇zjvl:j ；） タJ 二］ン JI!

円、angon）に完成されるはずで、ある。ガンジス（ganges),

コパダク（kobadak），クシュティア（kushtia），開発計画が

完成され拡張きれよう。多数の小規模機i阪と洪水対策が

令州lニJイニり考慮されている。

川パキ久々ンポl土，コトリ（Kotri）、グド戸， (Gudu）ツ

n『干＋]5よLI品種OJ(良されTこ，j;iJI. •.•·· C》古会：，：. ・＇卵を？家重 tjミ ン・）｝－ γi、l,u

；「＇： ノド1FH水準に見合って人「 〉人 J：：， ；戸なろう。 iiif')',1{6,, I 1111j／パプdi（される手はずにt;-てL.c:, ... v+ zナ・
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＼ープ（RechnaDoa＼け J山}j iJJ也ド水を減らし合

Jll:!'( J、っ改良された耕flit 約Jf,,1h'.11’l その他によって

Y,, ;ci，，.調整するため200111-J.I ,; ・L円伏 ι井戸が抵られよ

う。これは耕作者に多大の手IJ訟をもたらすはずである。

掘り抜き井戸，ii聞は他の地域にも拡挺されよう。計l山i:t、

またほとんどの様蹴汁函地域における地上初水設耐uにた
いし，かなりの予算を；ijとしている。クエノクとカラー

トには地表の水が不足しているから，ほげ200の掘り抜

:1,"iを掘る準備がなリl 【・＝ ＇，、／，～ i川ベキスタン全域lこ

ぺて印刷の湧井戸 fiけ（）(I';jl:11 :, Jli .¥ j十Ji:f（掘るため

にi'1i'DJJ金が供与される 1-・.,;_c-::,ii,/, 

'.'. 1T'.(70削万ルピーのYh1うか、ふり：｛ぃ：Ljてられ，その

よぷ，jj、が東パキスタン j,!i)ijと：：；：iノ？］ょにたろう。 1500

万ルピーは西パキスタン洪水対策委H会によって働行さ

れる・，，J能性のあるilUJく対策殺として除外されている。

,i I簡の電力開発に対する資金配分は 9佑5000万ルピー

であるが，これには多目的計酬のうわ屯力とjf(t,¥見「る/iii

J｝ヅ i億4000万ルピ＇－／，＇，／｝ ii',} .11,;,J¥i'Ji;ぷ、。ブライ

オ，， :iィーは第1次元1-a・,,:？にf fどγ の投資から．第
'.21),;,J両では送電と配，＼，＇、 f;',＇.’〉 と＇＇ .＇，：るだろう o ;ii jllij 

ド1%0:if,F二発電能力が＂＇＇＇日以 IJ•,'i L11 : －＇.，ものと見込んー ε
¥. J ぃ総発電能力は19めつγ ： '.;, :, 'ii－業十こ 109万1000

KW，工業用に18万lOOOKW，合；tl・J27万2000KW,v二4な

る見込λである。発電能力のうわ愉入燃料や不経済な）j

itに依存しているかなりの部分が削減されよう。

第 1次元｜画中Iご着工した問パキ，スタンのゲヅコラン，7

一 -~, ，スックル，ハfヤ0/ f←！人 ；＇；ラーチの発電！？？

に九 2次計画において＇， ':Ji¥':¥,/I ,・ JJ_ tillしであり，総発電

(itブJltl3万1伺OKW増｝JI:I ）：、二 L'i、.・， 5 。さらにムル

ケ ンに匝Illf.石炭使用υ火）Jf＆.’，rdYicノソiLlm主主設される一予

定ーごある。東パキスタぜて・it、l川 l:r の第 1期工事0)
完成を予定されるカールナプリー水力発電所とフェンチ

ュンガンジ肥料工場が， 発注能力を 11万 6000KWJ:f1加

するであろう。カールナプリー発電所には／1¥JJ4万 KW

の発電機が追加されることになってし、る。

；望電線の総マイル数は第 l次iI il.l!r末の5000マイ Jレか

ん，／1!2次計画中に約い；50007 ' jしに延長されるであ

ノ＼ぐI,, この計画はムル勺 F 入 t川いノーりと小規模発電所

f, ;'[i結する商パキスタ＿ ,,,,11机ノ3じなλ含んでいる。；lR

ラ「スタンでt土ダッカ，t--r- ）： ゴト ιyf：ょっ？カールナブ

リ一発電所とを連結する前圧送単線か'it：成き，h，か〆，，シ

ルヘトまで延長されることになっている。ゴ一アール’プ

ルとベラマラnnも述紡されよう。 t/l2次的な送電線と配

,)jj,i[;' J松、反対［織もまたコ考慮され；：，勺ふ’J・〉川

,; 11,:ii wrn:1r111ニ5α）（）以上？この；Eゾ，j):fil）扶.＼！I)Iの追加恋

，止，i;'-iベJ,;/J"A：，さらに約2000のIIIJ村い，ld仁三七ょう。ヱ

ネJレギ一段出＂＇古 f:l:1960年の32倍、ユニットから， 65年（こは

56／；立3000万ユニットに増加することが期待される。

！息子；｝］,1 l直lは訓練および研究施設を含み， ::I:fこ内パキ

スタンにおける研究月j原子炉，＊パキスタンにおける原

子械加I；.主総闘の建設を合んでいる。

お． 工業，燃料，鉱業

nオ＼υjI. 了、化の総合的l'i標打、［1,IJ(1'Jiflf i: )r,'Jll機会の
J•:'UJ:1;: .l、j川市出品・輸入代替Aド〉生iY’Y¥lm：二より，国際

l収支問題の解決に寄与することである。これらのH椋f土，

i量的能力の完全利川，既存設備の近代化，現存工；業の拡

以および新工業の建設を通じて迷成されるであろう。［Ii]

際的にヰTfiな顧Ill］が東パキスタンのi：染調3貨を行ない．

州内工業i'fJi'f/在能力をft定しかっ現紅成功仰に運？与され

、ぺsI 1"1iλ一公表するためにff(,.¥Jぃ、

IY'i1•「 /I>Pf/ }.:_O）たるんlこは必代i'i'J:-J(l:',1刊ておこ依存寸

J仁むがfl＇）外ともに民 1t:jj交代J'/,'九，ft:f'IIまいまや

牧 -, ，：、｛1llil名や分配；こx-tJ』 p., fd(;J;lj; J ti -fl I .＼、！1，ているo
!¥_I'（ムとmu＇，／！..刺激ずるような設 jl,jj',ltf!L.¥J（一：いる。と
くに外間人投資家への誘悶がIJ十｜かれているο民間投資を

促進するために投資条約と記長税！日l避協定が多くの諸問と

のIi日に締結された。いまや地方の民間企業はか；J1九の事

;I::'¥'. .ljl.独に，または外llij人投資家と提携して拡張しうる

上＇j！よれI.~！）；仁らびに技術を欲十ぺいう ;;・1 i1f:WJ間＇i"の民

:::i孜氏； 1_,'j'¥I次計画期の14催、4000!j 11-t' --i 1.j L, 27億
yレ1・ ；一／仁γ、ものと推定されてL、J

( i) 人 m1,:4 」；－－~

土：！十、J交流i上，！1壬娩州の所有と，fにみ二仁王とか，i己街］資本が

当分進出しそうにない工業に限定されるべさである，と

しみのが原}11]であった。試算によると大規模工業におけ

る民間投資は20億ルピー以上になり，そのうち約11倍、ノレ

ピーが外貨によって占められるものとされている。

数字句明示した目標のうちで比較的盈要なものは以下

,, > ;Ji') r; -, Ji、う0

:'>5万店長iJ）スピンドルカヲ皇加設i,"i'；＇：れわ予定とある。綿

糸.，，t戸（（土1959～的年の 3j億8000)j ;j;' > 1：，仁、！＇：，， 64～65 

'i :r:; ,1 /X:¥8000万ポンドに矯加わら二トパIl)Ji:rされる。

耐イ11の同内消費は；ii-画期末にlJ lへょう／ιり11.5ヤードに

達すべきて、あろ。このこ左は 1人当たりの綿布消費が10

%増加するニとを意味するものである。ジュート工業の

9ラ
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;iu,, L、三l L(;l/¥i,'fi¥f"！，噌て：J;t,・:: 1 i, パス仁文JjイJtrll'c 

.. I urj11, ・ff¥:t；よo・ 人工ノノケにメI.；－ど、全投資♂， j':J;:j{if:!¥:J 

γ主iI .'I.州）（）7jhL' ーと l.i,：二， υlf2｛立4000万JレI:°-

,nHt'I・ W'J .'c;i：「，＼ ／.ーりこ1'1,,1'邑ii，二.： ,1 ,,1111iW!liiJ,1，：三1邑

以;,i：λi,;;;.J L iむ数がJ;,(l（｝ο｛－，i! I；、スと6000｛；＇山トラノケが

l':'i/Jii I ？， てと；二プ；〆＇＇ ＇，に

[t} J こ 1/',J fliC ’・，；，； 

'._) 1色ゴ（）（）I)Jj Iレピ戸がJ(;f;¥lfJiCノh')I :/'cl¥fl手芸仁先！ Lt1J11勺て
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F ぃ1lノトJ)／品約jl]kj'土／i_，引七台完成ナイyt・ //,r.・ }H，供ム！し

てトノ＇，，ノパ I)（）（）刀ノいれーf;il¥{¥Jii'I仁川内、I十！二 I＇，れてい乙〉

（， 十 111i:: ;], fれi泣i'i
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